
第10回 日本医薬品情報学会 総会・学術大会プログラム 

 

メインテーマ：医療の質向上をめざした医薬品情報 

 
 

大 会 長：黒澤 菜穂子（北海道薬科大学 教授） 

会   期：2007年7月7日（土）・8日（日） 

会   場：北海道大学 学術交流会館 

〒060-0808 札幌市北区北8条西5丁目 TEL：011-706-2141 

主   催：日本医薬品情報学会（JASDI） 

後   援：（社）北海道薬剤師会、北海道病院薬剤師会、（社）札幌薬剤師会、 

札幌病院薬剤師会、北海道薬科大学 

認定対象：日本薬剤師研修センター集合研修３単位（各日） 

日本病院薬剤師会生涯認定制度①-(A)３単位（各日） 

日本医療情報学会医療情報技師更新制度１単位 
 

 

 

1日目 ７月７日（土） 

 
  12:00 会場・受付 

 

13:00 開会の辞 

 

13:05-13:15 大会長あいさつ 

「医療の質向上をめざした医薬品情報」  黒澤 菜穂子 （北海道薬科大学） 

 

 13:20-14:20 特別講演            座長：折井 孝男   （NTT東日本関東病院） 

「医薬品情報とEBM －プロの技能はどこに必要か」   

櫻井 恒太郎 （北海道大学医学研究科医療情報学分野） 

 

14:30-15:10 教育講演            座長：黒澤 菜穂子 （北海道薬科大学） 

    「How to get Drug Information from the FDA/CDER Webpage」 

                       Deborah F. Yaplee (FDA, USA) 

 

15:20-17:40 シンポジウム１ 「卒後の医薬品情報教育を考える」 

               オーガナイザー・座長：武立 啓子   （昭和薬科大学） 

井関 健    （北海道大学病院薬剤部） 

基調講演： 情報を医療の質向上に役立たせるために 

内山 充    （薬剤師認定制度認証機構）  

       １） 臨床を意識したDIの活用を目指して 

前澤 佳代子 （信州大学医学部附属病院薬剤部） 

       ２） 製薬企業（研究開発および営業の立場から）の医薬品情報教育を考える 

樽野 弘之  （第一三共株式会社研究開発業務部）  

       ３） 医薬品ライフマネジメントと生涯研修 

澤田 康文   （東京大学大学院薬学系研究科） 

       ４） 医薬品情報を活かした治療戦略～情報収集から活用へ～ 

笠師 久美子 （北海道大学病院薬剤部） 

５）  総合討論 

 

 15:20-17:40 一般講演 口頭発表 

                               

18:00-19:30 懇親会（北海道大学構内 エンレイソウ） 

 



2日目 ７月８日（日） 

 
 8:30 会場・受付 

 

  9:00-9:30 総会 

 

9:40-12:00 シンポジウム２ 「薬剤師の専門性を支える医薬品情報」 

                                   オーガナイザー・座長：乾 賢一    （京都大学医学部附属病院薬剤部） 

                            座長：大森 栄    （信州大学医学部附属病院薬剤部） 

          １） NST専門薬剤師の役割と医薬品情報 

                                   後藤 伸之  （名城大学薬学部） 

        ２） 感染制御専門薬剤師の役割と医薬品情報 

                                    唯野 貢司   （北海道医療大学薬学部） 

          ３） がん専門薬剤師の役割と医薬品情報 

                                   橋田 亨    （京都大学医学部附属病院薬剤部） 

          ４） 糖尿病療養指導士の役割と医薬品情報 

                                   厚田 幸一郎（北里研究所病院薬剤部） 

           ５）  総合討論 

 

9:40-12:00 一般講演 口頭発表 

 

12:10-13:10 ランチョンセミナー 

 

13:20-13:30 次期大会長挨拶 

 

13:30-16:00 シンポジウム３ 「セルフメディケーションと一般用医薬品の情報」 

                                 オーガナイザー・座長：望月 眞弓 （共立薬科大学） 

安部  好弘  （ケイロン薬局） 

       基調講演：改めてセルフメディケーションの役割と推進の行方を考える 

                                 山崎 幹夫 （新潟薬科大学） 

１） 薬局薬剤師がこれからの一般用医薬品の情報に望むこと 

有澤 賢二  （㈱ミズキ 屯田七条薬局） 

２） 消費者が望む一般用医薬品の販売の在り方 

神田 敏子 （全国消費者団体連絡会） 

３） 一般用医薬品の添付文書・外箱情報の改善について 

―平成18年度厚生労働科学研究報告から― 

古澤 康秀  （明治薬科大学） 

４） 一般用医薬品情報ＭＲの養成への取り組み 

大山 恵造 （日本大衆薬工業協会安全性委員会） 

          ５） 総合討論 

 

 

13:30-16:00 一般講演 口頭発表 

 

16:10 閉会の辞 

 

 

最新のプログラムは大会ホームページ (http://jasdi.jp/10th/) をご確認下さい 

 

事前参加申込期間：2007年4月2日（月）～5月31日（木）（振込分まで） 

参加費：事前申込 会員4,000円 非会員6,000円 学生1,000円 

当日参加 会員5,000円 非会員7,000円 学生2,000円 

懇親会費：3,000 円（学生 1,000 円）＊原則、事前申込 

 

申込方法：大会ホームページ（http://jasdi.jp/10th/sanka.html）より事前参加申込書（Microsoft Word書類）を

ダウンロードし、必要事項を記入のうえ、申込専用メールアドレス（10th@jasdi.jp）あてに送信 

 

問い合わせ先：〒047-0264 北海道小樽市桂岡町７番1号 北海道薬科大学 

第10回日本医薬品情報学会総会・学術大会 事務局 守屋 寛之 

TEL/FAX. 0134-62-1869 E-mail. jasdi@hokuyakudai.ac.jp 

 

 


